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基本理念 倫理綱領

法人としての

適切な行動を選択する際の判断基準

組織、チーム、個人の道しるべ

ここを基準とし考え、行動する



共生の理念のもと、だれもが、いつまで
も、安心して暮らすことのできる活力あ
る地域につながる。（ノーマライゼーションの実現）

ホームページ：四恩園サイト



認知症介護標準化実践行動指針
～わたしらしく あなたらしく～ （四恩園）

•認知症の人への支援の理念は「その人がその人らしく生きる」

という「人間としての尊厳の保持」に努める。

•行動指針は、職員一人ひとりがお客様への理解を深め、

基本的なケアの方法の意思統一を図る。

（13項目の行動指針）



認知症介護標準化実践行動指針
～わたしらしく あなたらしく～ （四恩園）

1.認知症ケアの歴史

2.認知症の人と職業倫理

3.認知症の人の権利擁護

4.認知症の病気の理解

5.認知症の人の原因疾患別対応について

6.認知症の人とのコミュニケーション

7.認知症の人の介護の心得

8.ご家族の理解と対応の心得

9.認知症の人の虐待と身体拘束の防止
10.医療機関受診の心得
11.認知症の人と住環境の在り方
12.認知症の人と地域ケア
13.認知症予防のあり方



定期研修・会議・評価の実施

• 法人内新人研修、全体研修、事業所ごと（定期的研修）

『高齢者・障がい者虐待防止ついて』 ・・公開講座

『ケアによる権利擁護』・・・・・・・・公開講座

権利擁護（アドボカシー）支援を通じて権利を守るために

・自己チェックシートや振り返りレポートの実施

・運営推進会議(おおむね２ヶ月に１回以上)

家族、市職員、地域の代表者等に対し実施内容の公表、サービスの質の改善等

・自己評価、外部評価の実施

（本人主体、自由な選択や参加の機会）



サービス検討委員会

• サービスをご利用される皆様から頂いた苦情、要望等を適切に解決

（2000年「苦情解決委員会」事故、苦情報告で終わらせない

→2003年生活の視点を重視 生活の質の向上、サービスの質に焦点）

•年４回（3か月に1回次回1月予定）開催。

同委員会は、施設長、各事業所代表（管理者等）、苦情受付処理

担当者、北広島市（高齢者支援課）、苦情解決第三者委員（2名）

市民福祉オンブズマン（2名）、北広島市社会福祉協議会（1名）

法人顧問弁護士、その他、施設長が必要と認めた者

四恩園全事業所の管理者等からサービス提供報告し協議、検討等を行う。



サービス検討委員会 内容

• 利用者の状況（入退去・入所者数・平均介護度・受診及び入院等）

• 行事（避難訓練結果も含む）報告

• ヒヤリハット及び事故報告

• 身体拘束、虐待について（地域包括支援センターからの情報提供含む）

• 地域の高齢者に関すること（独居高齢者、認知症）

• 地域行事について

• 運営指導・情報公表・外部評価結果及び改善策

• 法人内の活動状況、事業所の考え方

• 職員の体制について（退職、異動等）

• 取り組んでいる内容報告（外出支援等）

• 家族からの意見、希望や要望（苦情、感謝のお言葉、励まし等）



家族とのつながり

• 「家族の集い（家族からの要望で始まった。家族同士話し合える場がほしい。）

年２回 入居者１８名 （ご家族の参加毎回50～55名ほど）

事業者から⇒取り組み内容、会議やヒヤリハット等の報告

家族として⇒行事内容の意向・検討、質問、意見交換、

退居されたご家族からの看取りを経験しての葛藤や心情

• イベントへの参加（家族対抗レクリェーション、餅つき大会、敬老の祝い等）

• 毎月の面会者数（10月西町20件31名、東町27件49名） 計 80名／月



地域とのつながり

• 地域のイベント（地域の春・秋の環境整備、お祭り、学芸会、運動会等）

• 法人内のイベント（ふれてフェスティバル、餅つき大会、夏祭り、、）

• ともに喫茶（3回/週）ともにスタッフにて

• 花壇、菜園、清掃、（前庭、中庭、裏の畑でのトマトや芋）

• 夏休みなど、子供達が気兼ねなく遊びに来る。体育館やキッツコーナー

• ともにのつどい（1回/月）演奏、歌、マジックショー、スカットボール等

• 地域の方と一緒に健康体操（2回／週）、ウエルネス体操（2回/週）

• 地域食堂（1回/月） シェフのつくるランチ、デザート

・・・・・等など



地域とのつながり

• なじみの生活スタイルの継続

• 地域に溶け込み、地元活動への参加や多様な社会資源の活用、

積み上げてきた地域を支え、支えられる関係性

• 地域との支えあいが入居者のより豊かな当たり前の暮らしを実現

• ご本人がこれまで培ってきた関係に触れることができ、

「今まで」を知ることができる。

• それぞれの暮らし、時代背景を知る



職員とのつながり

• 面談/年2回

• カンファレンス、ヒヤリハット等を通して、考え方

大切にしていることの把握

• 日頃の相談（仕事、個人的悩み）、多職種のアドバイス

• 一緒にイベントの起案、段取り（家族参加、家族へ報告）

• 個別の外出 （職員の達成感、楽しい、経験が大事）

• 職員からのうれしいエピソード（ほう・れん・そう）

• 地域、家族からのうれしいメッセージ（職員に伝え記録）

毎月チーフ会議、運営推進会議、サービス検討委員会等で報告



地域で暮らし続ける
北広島団地地域サポートセンターともに

北広島グループホーム四恩園













ともに
スタッフ



「最期までここで」の思い

• 看取りケアの取り組み

• ご本人、ご家族の思いに応えたい。

• 訪問診療、訪問看護、ご家族、地域の力、リハビリ職員、栄養士

介護員等との密接な関係性

•最期まで「自分らしくありたい」という思い

→日頃からどういう関係性をチームで積み重ねているか。

ホームページ：四恩園サイト／北広島団地地域サポートセンターともに


